
編集後記

『一般言語学論叢』第 8号をお届けします。この号には 5編の論文が掲

載されています。扱われている内容は、文法化、統字論、語根理論の発展

史、プロソディーに基づく通時的研究、実験音声学的研究と多彩であり、

対象言語もモンゴル語、古代エジプト聖刻文字、セム語というように非常

にユニークです。どの論文もデータの綿密な分析と独創的な着眼点による

考察に裏打ちされているため、深い興味をもって読むことができます。読

者諸氏が各論文を通して知の競演をご堪能くだされば幸いです。

なお、この号では、編集の都合上、試験的に論文投稿者にはWordによ

る原稿の作成をお願いしました。
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